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浜岡原発４号機におけるプルサーマル燃料の装てんを

了承しないよう求める要請書

10日14日、浜岡原発4号機は運転停止し、定期検査に入りました。中部電力ではこの定検で28体をMOX燃料に取り替える予定としています。
2008年3月31日、静岡県は中部電力のプルサーマル計画への地元了解にあたって、中部電力および経産大臣あてにそれぞれ5項目の条件を要請されました。これらの10の条件はすべて充たされたのでしょうか。それなくして一方的な装荷予定の公表が、どうして中部電力に許されたのでしょうか。
国への要請の第２項には、「新耐震設計審査指針に基づく評価に対する厳格な審査と、審査結果についての県民への説明、事業者に対する必要な指導を行うこと」とあります。この要請の4ヶ月余り後に駿河湾地震が発生し、わずかＭ６.５の中規模地震にもかかわらず、政府の予測する想定東海地震の2.6倍の地震動をサイト内で観測しました。
こうした深刻な事態を前にして、2007年4月から始まった保安院の耐震バックチェックの審査は現在事実上ストップ状態、地下調査は再々調査を余儀なくされています。定検入りの2日前に開催された保安院の審議会では、駿河湾地震の観測記録の分析が一部しか行われていないと今ごろ指摘を受ける始末で、観測事実をないがしろにしつつ停止中の5号機運転再開のみを急ぐ事業者の姿勢が浮き彫りとなりました。
加えて耐震再評価への結論も出ない中で4号機のプルサーマル計画を実行に移そうとは、中部電力の安全意識の根本的欠如を示すもので、そもそも原発を運転する資格がないといわざるを得ません。「安全性の確保を最優先とする発電所運営」（中部電力への要請第1項）はいったいどこに認められたのでしょうか。
私たちは、静岡県にあっては来たる東海地震に対する浜岡原発の耐震安全性の確認が最優先課題として、いまだプルサーマルに関する満足な議論を交わしていません。2007年夏に経産省の主催したプルサーマル・シンポジウムにおいても壇上・会場一体となって耐震問題に終始し、経産省はコーディネーターから耐震問題に応えることを公の場で宿題とされたはずです。にもかかわらずプルサーマル地元了解を下し、ここまで事態を進めてきてしまった責任を静岡県として全うしてください。
新潟県では、中越沖地震から3年3ヶ月を過ぎましたが、地震後の柏崎刈羽原発の被災から復旧して営業再開に至ったのは全7機のうち3機にとどまり、その間県として費やした時間、人材、費用などは2度の震災からの1日も早い復興をめざす新潟県にとってたいへんな負担となってきました。わが県としては、他山の石とすべきではありませんか。

この地震はＭ６.８に過ぎませんでした。原発は類無いほどに堅固に造られているという安全神話は、中越沖地震による同原発の震災状況により、完全に崩壊しています。建設時の耐震設計が甘かったことは、女川原発、志賀原発、柏崎刈羽原発、浜岡原発等々、各地の原発の被災状況や観測記録と、新耐震指針に基づく新しい基準地震動が軒並みＵＰされ、もはや浜岡原発設計時の基準は並みのレベルでしかなくなってしまったことに現れています。

中部電力の耐震安全性評価に対する厳格な審査を所轄大臣に求めるのであれば、廃炉となった1・2号機と同様にもはや建設申請時の安全審査では担保しきれなくなった3･4･5号機についても、運転停止した上で納得のいくまで審議してもらうよう要請するのが筋でしょう。

これは原発の是非を云々するものではなく、危機管理の問題なのです。
「危機管理が県のすべき最大の仕事」と繰り返し発言されている川勝知事におかれては、県民の安全・安心を守るべき最高責任者として、賢明なるご判断のもと、事業者の無謀を見過ごすことなく毅然として対応されるよう、以下要請いたします。
記

一、プルサーマル地元了解に際して事業者ならびに行政庁に要請した条件が充たされない現時点において、浜岡原発4号機で開始された定期検査中のＭＯＸ燃料の装荷を了承しないこと

一、定期検査のため停止した4号機は、耐震不安が解消されない状態にあることから、東海地震が過ぎ去るまで運転再開しないよう事業者に求めること

一、まもなく定期検査を迎える3号機についても、同じ理由により即刻停止を求めること

一、5号機の起動については、現行耐震設計審査指針に基づく基準地震動Ｓｓではなく旧指針に基づく基準地震動に対する耐震安全性評価をもって済ませようとする事業者や規制庁の欺瞞に乗せられないよう、毅然として対応すること
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